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レニングラードの科学アカデミーにおいて1976年8月に開かれた第 7回国際神
経分泌シンポジウムの報告である。主題は，神経内分泌の進化で，神経分泌は，
内分泌細胞が分化する以前，例えば，腔腸動物，海綿動物，扇形動物，環形動物
などにすでに見られると同時にすべての後生動物に，ヒトに至るまで広く分布す
る点に注目し，進化につれて，神経と内分泌が分化.し，その役割を分担したとい
う立場から，このシンポジウムが企画されている。
内容は， 1)神経分泌の進化 2)神経分泌の個体発生 3)脊椎動物の脳の
神経分泌の構造と機能 4)魚類の尾部神経分泌 5)無脊椎動物の神経分泌の
構造と機能の 5群に分類され，総数 100編をこえる論文抄録が集められている。 
3)に最も多くの論文が集まっており，中心主題は，やはり視床下部下垂体系で
あるが，いくつかの注目すべき点をあげてみると，非神経要素，たとえば，脳室
周囲器官，上衣細胞，グリア細胞などの神経分泌における役割。
免疫組織化学による，各種ペプチドホノレモン含有ニューロンの視床下部におけ
る分布。
神経下垂体ホ/レモンと Neurophysinの分子進化論的考察から，個体発生の初
期にも， neurophysinが carrierproteinとして働くこと， さらに， neuroph-
ysinと vasopressin，oxytocinとの複合体が pro-hormoneである可能性の指
摘。
モノアミン神経が，系統発生の中で，脳脊髄液接触上衣細胞型の細胞から，多極
神経細胞型へと移行したこと。
など，興味深い発表がいくつか見られる。
視床下部下重体系以外でも， vasopressin含有ニューロンと， amygdala との
連絡，記憶と神経分館、の関連，中枢の電気活動と神経分泌，視床下部と松果体と
の関係などについての研究が紹介されている。魚の尾部神経分泌には， 2種以上
のペプチドホルモン存在の可能性が指摘されている。
神経内分泌系が，生体の内部環境の維持のために，協調して働くことはよく知
られているが，神経と内分泌細胞の聞に多くの移行型のあることは，割合にこれ
まで無視されて来た。パラニューロン(藤田)なる概念も，この点を強く指摘し
たものである。このシンポジウムの主題は，神経分泌という，特殊な場所での特
殊な現象と考えられがちであったものを，進化の立場からもう一度見なおして行
こうとするものと思われる。中枢神経系の中に，実は，種々様々な分泌様式，形
態，シナプス結合を示す神経細胞のあることが知られるようになって，神経分泌
(広い意味での)的な作用機序の存在が， もっと広く分布することが推定されてい
る。
以上述べたような意味で，このシンポジウムは，興味深い話題に満ちている。
ただ残念なことに，内容が，よく整理されておらず，演題が多過ぎ， レベルも
不揃いである。討論がないことも，興味を半減させる。もっとも，多くの発表者
が， ソ連の人々であることが，これらの難点を生み出しているのかも知れない。
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